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総合相談窓口

(自 立相談支援事業)
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1家計のやつくりに困つている 子供に勉強をさせてや りたい

【本人の課題整理、個別プランを作成し支援実施】

・家賃相当額の補助(住居確保給付金)

・金銭管理のアレ イ`ス(家計相談支援)

・仕事を一緒に探す(就労支援)'

・就労体験の場を提供(就労訓練)

・生活リズムを整える(就労準備支援)

。子あ の学習支援 (学習支援)

II董奎壼二五静

【関係機関の紹介】
(必要に応じて同行支援など)

ハローワーク

『躊
生活に困窮している人が生活保護に陥らないようにその前の段階でできるだけ早く自立できるように、専門性

を有する支援員 (相談支援員 就労支援員・家計支援員)が相談に応じ、支援へとつなげていきます。

平日8:30～ 17:15に て受け付けておりますのでお気軽にご連絡ください。

柳 井 健 康 福 祉 セ ン タ ー (東 部 社 会 福 祉

保健福祉・総務室 〒7420031 柳井市南町三丁目9-3
T E L 0820-22-37フ 7  FAX 0820-22-3895

事 務 所 )



生活 困窮者自

子社会との関わりに不安があるJ「他の人とコミュニケーショ

ンがうまくとれないJなど 直ちに就労が困難な方に 6か月か

ら1年の間 ブログラムにそって、一般就労に向けた基礎能力

を養いながら就労に向けた支援や就労機会の提供を行います

柔軟な働き方による就労の場の提供。

直ちに一般就労することが難 しい方のために その方に合っ

た作業機会を提供しながら 個別のか労支援プログラムに基づ

き、一般就労に向けた支援を中 長期的に実rtす る、就労訓練

事業 (いわゆる「中間的就労J)も あります

「住居確保給付金の支給J[前労準備支援事業Jについては 一定の資産収入に関する要件を満たしている方が対象です
各事業のほか 関係機関等と疸携し 適切な支援機関にもつなぎます

自立相談支援事業

あなただけの支援プランを作ります。

生活に困りごとや不安を抱えている場合は ますは地域の相

談窓口にご相談ください.支援員が相談を受 ナて どのような

支援が必要かをあなたと―緒に考え 具体的な支援プランを作

成 し 寄 り添いながら自立に向けた支援を行います。

等をサポートしま丸

家賃相当額を支給します。

離職などにより住居を失つた方 または失うおそれの高い方

には、就職に向 チた活動をすることなどを条件に 一定期間

家賃相当額を支給 します。生活の上合となる住居を整えた上

で 就職に向けた支援を行います.

家計の立て直しをアドバイス。

家計状況の「見えるイヒJと 根本的な課題をIE握 し 相談者が

自ら家計を管理できるように 状況に応じた支援計画の4成、

権談支援 関係機関へのつなぎ 必要に応して貸付のあつせん

等を,い 早期の生活再生を支援 します。

※

※

住居確保給付金の支給

就労準備支援事業

就労への第一歩。

家計相談支援事業

子どもの明るい未来をサポート。

子どもの学習支援を始め 日常的な生活習慣 進学に関する

支援 子どもと保護者の双方に必要な支援を行います.

1瓢鮒鷺D2鴛認
をD3靭 とD4に蜜ふ。D

東都社会福祉事務所   あなたの生活の困り   支援員はあなたの意   完成した支援プラン

の窓口に配置されてい  ごとや不安を支援員に  思を尊重しながら 白  は白治体を交えた関係

る文星員が応対 しま  お話しください 生活  立に向けた日楳や支援  者の話し合い (支援調

す 1可 らかの理由て窓  の状況と課題を分析し  内容を一緒に考え あ  整会議)に より正式に

口にお越しいただけな   「自立Jに 向けて寄り  なただけの支援プラン  決定され その支援プ

い場合はご自宅にも訪  添いながら支援を行い  を一緒に作ります    ランに基づいて各種サ

問します        ます                     ― ビスが提供 されま

席                              す

は 〈相談から支援までφ流れ硼談無料.辮餃つ躙躙 輻 輻 輻 輻 躙 躙 輻 輻 鰊 輻 躙 躙
燒

['軽雰現 D6■計た
各種サービスの提供が   あなたの困り事が解

ゴールではありま‐ ´あ  決されると支援は終了

なたの状・・や支援の提供  しますが 安定した生

状況を支援員が定期的に  活を維持できている

確認し 支援プラン通りに  か 一定期間 支援員に

いかない場合は支援プラ  よるフォローアップが

ンを調 しま,     なされます
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